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6
月
定
例
会
一
般
質
問
内
容

問
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
は

市
町
村
の
責
務
で
あ
る
が
、

市
町
村
に
よ
る
新
規
処
分
場
整
備
が

困
難
な
中
で
、
県
単
位
の
広
域
で
埼

玉
県
や
茨
城
県
の
よ
う
な
大
規
模
な

県
営
に
よ
る
最
終
処
分
場
の
整
備
を

再
検
討
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

（
阿
部
知
事
）

市
町
村
に
と
っ
て
一
般
廃
棄
物
の

処
分
場
整
備
は
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
市
町
村
に
よ
っ
て
は
対
応
に
苦

慮
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
十
分

に
認
識
し
て
い
る
。
現
行
法
上
、
一

般
廃
棄
物
の
処
理
責
任
、
そ
の
処
理

に
必
要
な
施
設
の
整
備
は
市
町
村
の

責
務
で
あ
る
。
ま
ず
は
市
町
村
の
皆

様
が
主
体
的
に
検
討
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
県
と
し
て

は
、
市
町
村
で
取
り
組
む
最
終
処
分

場
の
整
備
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
、

そ
の
解
決
策
を
共
に
考
え
る
な
ど
、

整
備
が
進
む
よ
う
応
援
し
て
い
く
。

問
県
は
阿
智
村
に
最
終
処
分
場

用
地
を
取
得
し
、
現
在
も
管

理
し
て
い
る
が
、
こ
の
管
理
地
の
現

状
は
。
ま
た
、
仮
に
県
営
に
よ
る
最

終
処
分
場
の
整
備
が
難
し
い
な
ら

ば
、
こ
の
管
理
地
を
、
例
え
ば
広
域

的
な
市
町
村
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
組

合
、
ま
た
は
民
間
企
業
が
、
最
終
処

分
場
と
し
て
整
備
を
希
望
し
た
場

合
、
検
討
の
余
地
は
あ
る
か
。

（
阿
部
知
事
）

阿
智
村
最
終
処
分
場
予
定
地
に
つ

い
て
は
、
事
業
用
地
が
荒
廃
し
な
い

よ
う
適
正
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

る
。
県
と
し
て
は
、
産
業
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
の
残
余
年
数
が
ひ
っ
迫

し
、
公
共
関
与
に
よ
る
施
設
整
備
が

必
要
と
な
っ
た
際
の
予
定
地
と
し
て

管
理
し
て
い
く
と
い
う
考
え
で
現
時

点
で
は
、
直
ち
に
整
備
す
る
状
況
に

は
な
い
。こ
の
予
定
地
に
つ
い
て
は
、

協
定
上
、
県
が
最
終
処
分
場
の
設
置

主
体
と
な
っ
て
お
り
、
県
以
外
の
事

業
主
体
に
よ
る
整
備
は
想
定
さ
れ
て

い
な
い
。

問
昨
年
度
の
県
立
高
校
に
お
け

る
退
学
者
の
数
、
そ
の
内
再

募
集
に
お
い
て
入
学
し
た
生
徒
の
数
、

こ
れ
ら
の
近
年
の
状
況
の
推
移
は
。

（
原
山
教
育
長
）

昨
年
度
の
退
学
者
数
は
現
在
調
査

中
で
あ
り
、
直
近
の
平
成
27
年
度
で

は
、
全
日
制
・
定
時
制
の
退
学
者
は

４
３
８
人
。
う
ち
、
再
募
集
で
入
学

し
た
者
の
退
学
者
数
は
33
人
で
あ

る
。
近
年
の
状
況
の
推
移
は
、
退
学

者
数
は
平
成
22
年
度
が
６
１
９
名
で

あ
り
、
5
年
間
で
１
８
１
人
減
少
し

た
。
一
方
再
募
集
で
入
学
し
た
者
の

退
学
者
数
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
横
ば

い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

問
成
績
上
位
校
不
合
格
者
の
受

け
皿
と
な
る
べ
く
県
立
高
校

で
再
募
集
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
こ
の
現
状
は
、「
学

び
の
改
革
基
本
構
想
」
の
中
で
は
、

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
志
願
者
の
状

況
を
考
慮
し
た
上
で
、
あ
る
程
度
の

成
績
上
位
層
の
高
校
に
特
別
枠
と
し

て
事
前
に
再
募
集
枠
を
設
け
て
お
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
原
山
教
育
長
）

平
成
29
年
度
の
入
学
者
選
抜
の
後

期
選
抜
で
、
旧
11
通
学
区
の
不
合
格

者
数
は
県
下
最
多
の
２
３
８
名
と
な

っ
た
。
旧
11
通
学
区
の
全
日
制
13
校

の
う
ち
、
7
校
で
91
名
を
再
募
集
し

た
状
況
で
あ
る
。
後
期
選
抜
の
不
合

格
者
の
多
く
は
、
公
立
の
再
募
集
お

よ
び
県
内
の
私
立
高
校
へ
進
学
し
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。
一
方
、
旧
11

通
学
区
に
は
私
立
高
校
が
5
校
あ

り
、
募
集
定
員
は
１
２
０
５
名
。
公

立
高
校
受
験
者
の
4
割
が
私
立
高
校

を
受
験
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
特

定
の
高
校
に
あ
ら
か
じ
め
再
募
集
枠

を
設
け
た
場
合
、
そ
の
高
校
本
来
の

募
集
枠
を
狭
め
る
こ
と
に
な
り
、
第

一
希
望
の
受
験
生
を
締
め
出
す
こ
と

に
も
な
る
。
中
学
生
の
多
様
な
進
路

希
望
の
実
現
の
た
め
、
ま
た
公
平
性

の
観
点
か
ら
も
そ
の
よ
う
な
募
集
枠

を
特
定
の
高
校
に
設
け
る
と
い
う
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

問
長
野
県
は
近
隣
県
と
比
較
し

て
県
外
高
校
進
学
率
が
高

く
、大
き
な
問
題
で
あ
る
と
感
じ
る
。

生
徒
の
県
外
流
出
に
つ
い
て
詳
細
な

状
況
、
ま
た
要
因
は
ど
こ
に
あ
る
と

分
析
し
て
い
る
か
。
優
秀
な
生
徒
が

県
外
へ
流
出
し
て
し
ま
う
の
は
非
常

に
残
念
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。
仮
に
、
流
出
を
食
い
止
め
た
い

と
お
考
え
で
あ
れ
ば
、
今
後
ど
の
よ

う
な
取
組
を
お
考
え
か
。

（
原
山
教
育
長
）

28
年
度
に
県
内
中
学
校
等
を
卒
業

し
た
者
の
内
、
県
外
高
校
へ
の
進
学

者
は
、
４
２
３
人
と
な
り
、
県
外
高

校
進
学
率
は
こ
れ
ま
で
は
１
・
８
％

前
後
を
推
移
し
て
き
た
が
、
初
め
て

2
％
を
超
え
全
体
の
約
3
割
が
山
梨

県
へ
進
学
し
て
い
る
。
県
外
進
学
者

の
98
％
が
長
野
県
の
公
立
高
校
を
受

験
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
県
外
の
高
校
を

選
ん
で
い
る
。
県
外
進
学
の
主
な
理

由
は
約
4
割
が
部
活
動
、
約
2
割
が

大
学
進
学
で
あ
る
。
長
野
県
の
高
校

に
魅
力
を
感
じ
て
学
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
、「
学
び
の
改
革
基
本
構
想
」

に
基
づ
き
、
地
域
の
皆
様
と
高
校
の

将
来
像
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

特
に
隣
接
県
と
の
相
互
の
公
立
高
校

へ
の
進
学
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

本
年
6
月
に
設
置
し
た
「
入
学
者
選

抜
制
度
等
検
討
委
員
会
」
の
中
で
検

討
し
て
い
く
。

問
現
在
、県
内
で
介
護
福
祉
科

を
設
け
て
い
る
高
校
は
、私

立
２
校
の
み
で
あ
る
。費
用
負
担
の

面
に
お
い
て
も
需
要
が
あ
る
と
思
う

が
、県
立
高
校
へ
の
介
護
福
祉
科
の

設
置
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

（
原
山
教
育
長
）

平
成
29
年
の
法
改
正
に
伴
う
、
資

格
取
得
に
要
す
る
専
門
教
科
の
履
修

単
位
の
増
加
に
よ
る
、
生
徒
へ
の
大

変
大
き
な
負
担
、
ま
た
医
師
や
看
護

師
等
の
免
許
を
有
し
た
専
任
教
員
の

確
保
も
難
し
い
為
、
現
在
県
立
高
校

で
は
「
介
護
福
祉
科
」
を
設
置
で
き

る
状
況
に
な
い
。
な
お
現
在
の
、
介

護
福
祉
士
の
受
験
資
格
を
得
る
に
は

一
つ
の
学
校
で
全
て
の
科
目
を
履
修

し
な
け
れ
な
ら
な
い
制
度
を
、
学
費

の
削
減
、期
間
の
短
縮
を
狙
い
と
し
、

「
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
制

度
」
を
活
用
し
、
高
校
卒
業
後
に
養

成
施
設
で
、
不
足
科
目
を
履
修
す
る

こ
と
に
よ
り
通
算
し
て
所
定
の
単
位

数
を
満
た
せ
ば
、
受
験
資
格
を
得
ら

れ
る
よ
う
、
国
に
対
し
て
要
請
し
て

い
る
。問

高
校
在
学
中
に
「
介
護
職
員

初
任
者
研
修
」
の
資
格
取
得

は
可
能
で
あ
る
が
、
資
格
取
得
に
係

る
費
用
は
非
常
に
負
担
と
な
る
。
あ

る
程
度
の
基
準
を
設
け
た
上
で
、
高

校
在
学
中
の
資
格
取
得
に
係
る
費
用

に
つ
い
て
補
助
制
度
を
設
け
て
い
た

だ
け
な
い
か
。

本
県
で
は
今
年
か
ら
、
介
護
事
業

者
が
職
員
の
初
任
者
研
修
の
受
講
費

用
を
負
担
す
る
場
合
に
そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
新
た
に
創

設
し
た
。介
護
職
員
初
任
者
研
修
は
、

土
日
を
利
用
し
受
講
す
る
と
4
か
月

程
度
で
修
了
可
能
な
も
の
が
多
く
な

っ
て
お
り
、
通
信
教
育
で
の
受
講
も

可
能
で
あ
る
。
介
護
職
場
に
就
職
が

決
ま
っ
た
高
校
生
も
、
こ
の
制
度
の

対
象
に
な
る
と
思
っ
て
お
り
、
こ
の

制
度
を
使
っ
て
在
学
中
に
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
制
度
の
利

用
を
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
呼
び
か
け

て
い
き
た
い
。

問
今
年
度
「
就
学
支
援
金
支
給

対
象
外
」
の
県
立
高
校
に
通

う
生
徒
数
は
何
人
で
、
仮
に
対
象
外

生
徒
の
就
学
支
援
金
を
県
が
負
担
す

る
と
す
れ
ば
ど
の
く
ら
い
の
金
額
に

な
る
か
。

（
原
山
教
育
長
）

平
成
28
年
度
の
実
績
で
み
る
と
、

就
学
支
援
金
対
象
外
の
生
徒
数
、
す

な
わ
ち
授
業
料
を
徴
収
し
て
い
る
方

は
、
６
７
３
９
名
、
全
生
徒
数
の

14
・
１
％
と
な
る
。
仮
に
県
負
担
額

が
い
く
ら
に
な
る
か
、
つ
ま
り
授
業

料
の
徴
収
額
は
、
8
億
8
千
万
円
余

と
な
る
。

（
要
望
）

今
回
の
改
革
で
は
、
高
校
再
編
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
が
ち
だ
が
、

こ
の
「
学
び
の
改
革
」
は
新
た
な
社

会
を
創
造
す
る
力
を
育
む
学
び
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
学
び
の

改
革
」
が
い
っ
た
い
誰
の
た
め
の
改

革
な
の
か
、
子
ど
も
た
ち
の
思
い
を

置
き
去
り
に
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た

大
人
の
そ
し
て
地
域
の
エ
ゴ
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
も
う

一
度
原
点
に
戻
り
実
施
方
針
決
定
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

に
つ
い
て

１
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高
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て

２


